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人生の窓（ローマ3：19-24）
　昔、見た映画に「窓」というタイトルの映画がありました。内容はともかく、窓のこちら側と向こう側の世界がまったく違うということを言いたくて作った映画だったと思います。普通に窓を見たときにも、だいたいは窓のこちら側と向こう側とは違うでしょう。それが窓ではないかと思います。
私たちの人生の本当の姿を見るための窓というものはないのでしょうか。私たちは自分の人生を始め、人生そのものを正しく見ているのでしょうか。何を通してそれを発見し、正しくそれを見ることができるのでしょうか。何が人生の本当の真実、その姿を見るための窓のようなものなのでしょうか。皆さん、それを持っていらっしゃるのでしょうか。それを通して見たのでしょうか。私は見ました。皆さんにも全員、そのような窓があります。しかし、それがしっかりと窓としての役割をしているのか、逆に向こう側の真実を見ることができないように隠してしまう蓋の役割をしているのかは別です。人それぞれ、人生ストーリーというものがあります。その人生ストーリーこそが自分の人生の真実を見るための窓です。でも、残念ながらクリスチャンの方々も、そのように人生ストーリーを通して、自分の人生の本当の姿を見る窓にしていないので、そうすると仕方がなくその人生ストーリーそのものに捕らわれて、そこにとどまるしかありません。結局、年は取って体は成長するかもしれませんが、霊的、精神的にはその年に、その辺にそのままとどまるしかありません。窓にならない限りは。つまり、今まで私たちにありました人生ストーリー、様々な出来事やいろいろな事件があったでしょうが、実はそれは問題ではありません。本当はそうならざるをえない真実の姿、根本の姿があります。それを見るための窓の役割なのに、私たちはその事件、ことがらそのものに捕らわれています。そうすると、それは傷になるしかありません。見るべきものをしっかり見ることができないまま、逆にそれに捕らわれて勘違いの中をさまようしかありません。ぜひ自分の人生の本当の姿、人生の真実を見る皆さんであってほしいと願います。そのための窓がそれぞれに許され与えられているのに、それが本当にその窓なのか、あるいは蓋なのかということを吟味していただきたいと願います。
ダビデの場合は、順風満帆のような人生を歩いていたと思っていたら、人生の半分くらいは逃げ回るような辛い人生を送っていて、それでついに王様になりました。しかし、ものすごい大きな過ちを犯すようになります。その後、その過ちを通して、過ちに捕らわれていないで、それを通して自分が誰なのか自分の人生の本当の姿は何なのかということを見るようになりました。それでダビデはこのように告白するようになります。母が罪の中で私を身ごもった。私は罪の中で世に生まれてきた者だった。どうやってダビデはそのようなことが分かったのでしょうか。教会で教師から教えられて分かったでしょうか。自分のとてつもない大きな間違いを通してそれを見るようになったのです。本当はこのような大きな間違いを犯すしかない、根本的に私は生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれるもの、神様とともにいるべき人間がその神を離れて神を失い、その神様から離れてしまった結果、こういう事態を招くしかない目に見えない暗やみの支配者、悪魔、サタンというものに、私の魂が、人生そのものが捕らわれていた、それが本当の私なのだ。すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず、その結果、何かのきっかけを通して、それが表に現れるようになったのが大きな過ちだったのです。よその人の妻を奪い取って、それを合理化するためにその旦那さんを戦場に送り出し殺してしまうということをしでかしてしまいました。それがどんなに大きな罪なのか、軽い罪なのかの問題ではありません。それを通して、それにとどまっていないで、「なぜこんなことをしたのだろう。私はだめだ」にとどまらないで、それを通して、それが窓になって自分の本来の姿、自分の真実を見るようになりました。それ以来、ダビデは今までも神様に用いられていたのですが、レベルがまったく違うように神様に用いられてイスラエルの最高の王になりました。皆さんの人生ストーリーを通して、それを窓にして、皆さんの人生の本当の姿に目覚めていただきたいと願います。

パウロも同じです。有名な伝道者ですが、周りから見るとよくわからないでしょうが、自分の内側にどうにもならない霊的な問題がありました。それでこのように表現するほど、それが本人にとってつらかったのです。自分のことを「この死の体」と表現するしかない大変な問題を抱えていました。パウロはそのような霊的な問題を通して、それを窓にして自分の真実を見るようになりました。この死の体、生まれつき神の御怒りを受けるべき子らとして生まれた。それはパウロが書いた書物の内容です。自分の罪過と罪との中に死んでいた者であって。空中の権威を持つ支配者、悪魔に従っていた者だった。だれ一人そのように思いたくないし、思ったことがないのですが、パウロは死の体と言うしかない大変な問題、弱さを通して、それを窓にして自分の人生の真実を見るようになりました。人間というものは、形に関わらず、形とは全く関係なく、皆がすべての人は罪を犯したので。これもパウロが告白した内容です。それが人間だ。だから、こうならざるをえなかった。
自分の話で申し訳ありませんが、私はいつも自分の家庭に対してコンプレックスを持っていました。家庭環境があまり良くなかったので、いつも家から逃げたいと言う気持ちでいました。それが自分にとってはネックであり、コンプレックスであり、だから、いつもそのせいにしたりする内容でした。それが窓にならないと、それが逆に負担になって本当のことが見られないように、それに捕らわれるようにしてしまいます。でも、神様の恵みによってそのことが窓になって本当の自分の姿、本当の自分の人生に目覚めるようになりました。なるほど、母親が早く死んでしまった。家庭内にぐじゃぐじゃないろいろなことがあるのが問題ではなく、それがよいか悪いかではなく、それを通して、私は一番大事な自分の本当の姿、人生とはいったい何なのかを見るようになり、それに気づくようになりました。

人は元々、神によって作られ、そんな問題、悩みを抱えて生きる存在ではありませんでした。神様に祝福されていた者なのです。けれども、なぜそうなってしまったのでしょうか。誰かが悪いからではありません。環境のせいでもありません。そう思っているから、それが負担になって本当の真実が見えなくなってしまうのではないでしょうか。しかし、その辛さや過ちや弱さを通して見るようになりました。人間は祝福の根源であり、いのちの基であられる創造の神様を離れてしまった結果、目に見えない暗やみの力に捕らわれ、運命の勢力に捕らわれ、地獄の力に捕らわれ、その結果、こうならざるをえませんでした。精神的におかしくなるしかないし、家庭内が崩壊するしかないし、病気にかかるしかありません。だから、病気が問題ではありません。精神的な問題が問題ではありません。それは窓です。人間の本来の姿はそれどころではありません。
もう一度申し上げます。自分の罪過と罪の中にあって死んでいた者であって、神の御怒りを受けるべき子らとして生まれて、あなたがたはあなたがたの父である悪魔から出たものであるとだれも認めたくないし、それはよその人の話だと言いたいでしょうが、それが皆さんの、私たちの真実です。私たちにありました人生ストーリーを通して、それを窓にして、それを見ることを神様が許しておられるのです。それで一番大事な青少年の時期、思春期の時期に、皆さんに全部言えないほど、今、ここで全部自分の話をすると皆さんはたぶん逃げ出すと思うので、そのように暗いトンネルを通るような時期を送ってきました。結局、警察署のブラックリストに名前が上がるほどになりました。それが悪かった、良かったになっていると、それは傷になるしかありません。最終的にはサタンに捕らわれて、霊的な問題に発展するしかありません。別にそれは自慢げに言うことでもありません。しかし、そのように暗いトンネルを通っていた人生ストーリーを通して、それが窓になって初めて自分の本来の姿、神から離れて全く希望のない、暗やみの力に捕らわれていた人生が見えてきたのです。それが本来の人生なのだ。だから、穏やかに良い子として育ったのか、そのように非行に走ったのかが問題ではありません。本当に見るべきものを見たのかどうかなのです。最終的にはもうこれ以上生きていけないのではないか、外にも出られないのではないかというくらい精神的に追いつめられていました。自分でいつも表現するのは、どこかものすごく狭いところの隅の方に追い込まれてギューギュー詰めにされ、何か押し付けられるような感じでした。もうおしまいではないか。でも、そのときに、神様の恵みが豊かに与えられました。それを通して、それがどうのこうのと言うレベルにとどまっていてはいけません。それを通して、なぜそうなるのか神様は見て欲しいと思っています。そうなるかならないか、精神的に安定しているかどうかが問題ではありません。皆さんにもあったのではないでしょうか。両親が離婚して大変な思いをしたとか。他の人にはない障害や悩みを抱えて、あるいは人には言えない家庭内の様々な事情を抱えて、「私はだめだ。自分の人生はなぜこうなのか」と悩んでいたり、それが今の皆さんの性格や人格にそのまま現れて影響しているようになってしまった内容、人生ストーリーというものがあるのではないでしょうか。だいたいの人は思い出したくもない、そこからはとにかく避けようとします。昔ある女性のクリスチャンに言いました。今まで夜の水商売をしていました。それをものすごく苦に思っていたようです。福音を聞いてイエス・キリストを受け入れてから頑張ってそこを辞めて別の仕事を始めるようになりました。それから、ある程度一生懸命、信仰生活をしていらっしゃるのだなと思い、彼女に勧めました。「あちらの夜の世界というものは、牧師や伝道師でももちろんよろしいでしょうがよく分からないから、あなたは経験があるからそこにいる人々を助けるのに有利ではないのか。それを持って祈って見なさい」と言ったら喜ぶかなと思ったら、顔色が変わって「そちらの話は口に出さないでください。見向きもしたくありません」と言いました。この人はまだ傷なのだなと思いました。それに捕らわれていると、それが負担になって真実が見えません。ずっと一生、捕らわれるしかありません。サタンの好都合になるしかありません。どんなに辛いこと、どんなに大きな過ち、どんなに厳しいことがあったとしても負担になってはいけません。窓なのです。真実を見るように。霊的な世界を見るように。私たちが見ているこの世界だけでなく、本当に今まで知らないでいた人間は神によって作られて神様なしでは幸せなどありえない存在で、それが全部壊れ実は目に見えない悪魔に従って偶像崇拝をしたり、家庭内に言葉で説明できない様々な問題が起きたり、みな幸せになろうと頑張っているのに、それとは裏腹に思いどおりにいかずぎくしゃくすることばかりあり、自分でもどうしても理解できないばかりだったのではないでしょうか。ぜひ覚えていてください。それは本当はそのときの問題ではなく、根本から生まれたときからそうなるしかない状態であり、そうなるしかない問題を抱えてそのような存在だったのです。それをきっかけにしてそれに気づいてもらうだけです。誰かが皆さんを苦しめ害を加え、あるいは交通事故に遭って人生が狂ってしまったのではなく、変な旦那さんや奥さんに会って人生がおかしくなったのではなく、生まれた時からそうならざるをえない人間だったのに、それをきっかけにそれが表に現れているだけです。だから、本来の姿を見るための窓としてください。立派な窓が皆さんにはあるのではないでしょうか。窓を窓にしてください。人生ストーリーを、真実を見る窓にしてください。避けようとしないでください。いつまでもそれに捕らわれていると負担になって見るべきものが見えてきません。
それで本当にそれが窓になって見たとすれば、何をどうしたのかは問題ではありません。このような告白をするしかありません。ダビデとパウロのように、なるほど、自分自身に人生には必要なものがたくさんあり、よいものもあるのですが、本当に希望になるのは神様の愛しかない。神様の救いしか希望はない。悪魔のしわざを打ち壊して神のいのちとなるキリストのあがないの救い以外には希望はどこにもない人生だった。言葉をまとめますと、そのような内容を福音と言います。神様は愛と憐れみを持って一方的に助けてくださることを福音と言います。つまり、福音でなければ絶対に希望のないものなのだと言う告白にたどり着くようになります。皆さんの人生ストーリーを通して、それを窓にして人生の真実を見た人の結論です。そして、神様はすべてご存知で、それは神様が許されたので起きたことです。神様がさせたわけではありません。悪魔のしわざであり、私たちの罪のせいですが、神様の許しなしでは起きることはありません。なぜ許されたのでしょうか。そんな過ちを、そんな辛いことを、そんな悩み、事件、弱さを、なぜ神様は許されたのでしょうか。それを窓にして真実を見なさい。生まれつき神の御怒りを受けるべき子らとして生まれて、空中の権威に従うしかない、滅びるしかない。見なさい。だから、キリストのあがないのほかには、福音の他には絶対に希望がないと言うことにぜひ気づきなさいという神様の配慮です。そのときから、私たちはこのメッセージが理解できます。すべて疲れて重荷を負っている者は、わたしのところに来なさい。皆さんがもしかして今でもそれさえなかったなら、そのことさえなかったならばと思っているのでしょうか。いまだに蓋にしているのです。今まで順調に頑張ってうまくやってきていたのに、人生の最後でこれは何かといまだに思っていらっしゃるのでしょうか。昔のままずっと飛ばしていたらよかったのに、なぜと思っているのでしょうか。よく考えてみると昔は良かったなと思う方がいらっしゃるのでしょうか。それはまだ本当に真実を見ていないからです。神なしでうまくいっていた、それがどうしてよろしいのでしょうか。よろしくないから、それを全部壊してでも神様は真実を見なさいと言っています。キリストなしでは人生に希望はありません。キリストこそが幸せです。天の御国を所有するようになります。すべて死と罪の原理から地獄から解放され、永遠のいのちに預かるようになる。それに気づきなさい。だから、良かったなと思うようになるでしょう。
皆さんがよく聞いていらっしゃるクロスビーと言う人は、生まれたときから目が見えなかったわけではありません。事故によって盲目になりました。だから、最初はものすごく荒れていたみたいです。なぜかと。でも、それを通して、真実を見るようになりました。ですから、目が見えるか見えないか、事故があったのかどうかはたいして大きな問題ではありません。本当の問題が何であるか分かれば。皆さんの両親が皆さんにどんなひどいことをやったのかどうか、あるいはそうしないものすごく優しい両親を持っている友達はよいだろう。そんな大きな問題ではありません。真実を見ると、みなすべて罪を犯したので、そのままであれば滅びるしかありません。クロスビーはそれに目覚めて神を見上げ、肉の目には見えない世界があると言うことが分かって、キリスト、イエスしか希望がない、キリスト、イエスを信じて受け入れるきっかけになりました。だから、目が見るか見えないかではなく、そこに幸せがあるものではないとわかっています。真実が何か見えてきたら、健康なのか病気なのかによって幸せが左右するものではないと言うことは明白に分かります。キリストしかいらっしゃいません。キリストこそが幸せ。キリストこそが義であり、キリストこそが力です。そのキリストとともに歩むようになったのが、幸せで仕方がなくてその喜びを文章に移したものが歌の歌詞になって、今世界中の人がそれを賛美しながら恵まれ慰められています。賛美歌の中には何十曲以上も書かれています。真実を見る窓にしなければなりません。皆さんの人生ストーリーを通して真実を見るようにしてください。結論の方で申し上げますが、人生ストーリーをもって本当に整理しないといけません。もしかしていまだに傷として残っているものや、それが負担にあっていることなどはないのか。逆に本当に分かっていれば、辛かった、ものすごく痛かったという過去がありがたいものになるでしょう。辛い過去、険しい人生ストーリー、みじめな人生ストーリー、おまえのおかげで私は真実がわかるようになった。人間は神なしでは生きていけないものだ。キリストなくしては希望のないものだ。やっとわかるようになった。これが皆さんの人生ストーリーを通して一番大切なものです。
いまだに私はいろいろな弱さを抱えて、その度にその弱さのゆえに倒れたり、あるいは悩んだりしないでそれを窓にしてください。元々そんな弱さを抱えている者なのに、キリストしか希望のない者なのに、そのキリストを受け入れることによって、その弱さが弱さにならないすばらしい神の子どもになっているということを日々確認するための窓です。キリストは本当に偉大なる方であり、この問題でさえキリストは十字架で終えられたキリストの偉大さを確認するための窓です。何が問題になるのでしょうか。人生の窓にするか、真実を隠してしまう蓋にするか、どちらにするかは皆さんの選択です。

そして、そのような人にはこれから見えてきます。自分ではなく周辺を見ながら、それを伝道の言葉で申し上げると現場と言います。周辺を見ながら、身近な家族も含めて見ながらそこを窓にして真実を、人生の本来の姿を見るようになるのではないでしょうか。皆さんの周りにどのような人がどのような問題を抱えて生きている方々がいらっしゃるのでしょうか。あるいは、高慢に生きている方がいらっしゃるでしょうか。いろいろな人生模様があるのではないでしょうか。人生いろいろ。それを見ながら、それが窓になっているかどうかなのです。あの人ダメだね。あの人はうらやましいな。あの人はいい人だね。あの人はだめな人間だね。そのようなレベルなのでしょうか。そうすると、結局、神様と通じ合いません。これからは自分の人生ストーリーを通して、周辺の人を見てください。前にもお話したように私は中小企業の社長さんに会いました。結構、お金があり経済的に何の不自由もない人です。家庭内にどんな悩み、問題があるか、本人の中にどのような問題があるか分かりませんが、毎日50～100万くらいの飲み代を払ってはしご酒をしていました。夜明けまで飲んで酔いつぶれて、朝起きて仕事をします。それから、夜になると、またそれが繰り返されます。それを見ながら、経済的に不自由がないということで人間は幸せになるものではないのだ。その人が好いか悪いかではなく、その人を通して窓になって、やはり、人はお金では幸せにはならない。神様を知らない限り、神様と一緒でない限りは、お金ではどうにもならない霊的な問題が動くわけですから、悪魔の巧妙な働きに捕らわれるようになるのでどうにもならないのだな。だから、本当にキリスト、悪魔のしわざを打ち壊された神のいのちである、わたしが真理でありいのちであるとおっしゃいましたキリスト、イエスの他には希望はないと言うことを確認するための窓です。人を勝手に悪い、良いと裁いたり判断したりしないでください。窓にしないと周辺の人を見ても律法的になり、人間的になり、結局はそれに捕らわれるしかありません。正しい人間関係を築くことは難しいです。

東大の前で教会をやっているときに、結構、お年を召していらっしゃる東大の教授が来て「何でこんな小さな教会に来られたのですか」と終わった後に聞いたら「先週、いきなり娘が自殺をしました」と言いました。それを聞きながら、もちろん、かわいそうで大変でしょうが、ただかわいそう、大変ではありません。窓にしないといけません。東京大学の教授になるためには、普通の勉強では無理です。普通の人と同じIQでは無理です。ものすごく知識があり、ものすごく努力した結果です。それは悪くありませんが、やはり、人間というものは知識と努力と勉強、学歴などでは、人生の問題は解決できないし、幸せにはなれない。それを窓にして本当のことが見えます。自分の罪過と罪の中にあって死んでいた者であって。それは知識ではどうにもなりません。そのような問題を抱えているのが人間だ。やはり、神の救いとキリストのあがないの救い以外には希望がない。政治家が自殺をした。頻繁に聞きます。芸能人が自殺をした。いろいろな理由があります。介護に疲れて、人気に陰りが見え始めたので。あるいは訳も分からない、人気絶頂なのにとかいろいろな理由があります。でも、とにかく華やかな世界、人の人気などでは、人生に本当の満足と幸せは得られないものなのだという窓を通して見えるのです。本当の姿が。人間というものは神がともにおられなければ、疲れて重荷を背負うしかないものなのだ。ついつい何かを見てだまされ勘違いしやすいのですが、そうではありません。
もう一人申し上げると、韓国で聞いた話です。自分もそう思っているのですが、周りからも認められているこの人は、法がなくても生きていける者だと言われるほど善良な人で気配りがあり、人のことをいつも思いやるような人でした。悪いことなど一切やらないと言う人なのに、魂がどこかに行ってしまったような状態になりました。なぜかと言うと、二週間に渡って二人の息子が交通事故で次々と死んだのです。だから、本人も何が何だか分からない状態です。周りも「なぜあんなに善良な人が、あんなに良い人になぜあんなことが」と言うほどでしたが、それが窓です。クリスチャンはそこにとどまっていてはいけません。それを窓にして真実を見ないといけません。なるほど、人の思いやりや人の善良さや人が気配りをする思いやりというものはよいものですが、それが通じない人の問題があるのだね。神様から離れている以上、悪魔のしわざ、運命の力というものは人の良い行いによってどうにか動くような問題ではないのだね。真実を見る窓になります。だから、この結論に釘を刺すようになります。人生には、この世はキリストのあがないの福音、十字架において悪魔のしわざを完全に打ち壊して勝利されましたキリスト、イエスのあがないの救い、神の憐みと愛以外には希望がありません。それだけに希望があります。窓を通して真実を見た者は、そのように告白するしかないでしょう。
先週も、関西方面の伝道学校に行きました。そのときのメッセージで私はこの苦しんでいる世に対しての私たちのアイデンティティー、つまり使命に釘を刺すべきだと言うことを握って行きました。空港で飛行機を待っていたら、テレビでおしどり夫婦が離婚するというニュースが流れました。私もびっくりしつつも、このみことばを握って見ていたので「なるほど。福音なくしておしどり夫婦なんかはありやしない。だから、福音が必要なのだね。福音なくしては苦しむしかない」ということに、自分なりにもう一回、釘を刺すことになりました。おしどり夫婦、ありません。それがあのように壊れるのを見て、壊れたことが問題ではありません。なぜ壊れたのかの問題ではありません。あれを窓にして、なるほど、あのようになるしかないということを見ないといけません。神を離れて、生まれつき神の御怒りを抱えて、空中の権威を持つ支配者、サタンに従っているから、あのようになるしかないのではないでしょうか。だから、キリストの他には希望がありません。そのような人は世界を見ながらそのことをもう一度確認するようになります。それで神様と通じるようになるのです。人生を見直すようになります。
先ほどの祈りの中にもありましたが、今週の一番の大きなニュースは人質事件でしょう。人質を捕えて身代金を要求し、期限が過ぎたのにどうなったのか、結局、ひとりは殺されたという写真を持ってもう一人が映っていたとか、そこまで情報が入ってきています。今世界はそのようなことがものすごく頻繁に起こっています。戦争が絶えません。戦争が嫌だ、必要だという議論ではありません。ものすごく悲惨な結果をもたらす戦争、しかし、止めるわけにはいかないし、止められないようなものだし、歴史が証明しているのではないでしょうか。それを見ながら、それが窓になってやはり、世の中はあのようにならざるをえない暗やみの力に捕らわれていて、キリストなくしては、福音以外には希望がないということを見る窓にならないといけません。世界の本当の姿、真実を見るようにしないといけません。これがクリスチャンです。同じ議論のテーブルに座るわけではありません。世界には豊かに食べる国があれば、飢饉で飢え死にするところもたくさんあります。自然災害や様々な災難に遭って苦しんでいるところもたくさんあります。犯罪はどんどん増える一方で、病は伝染病や不治の病が次々と起こる世界です。そのような痛ましい事件やいろいろなことを見ながら、皆さんは何を考えるのでしょうか。もちろん早く助かって欲しい。人間的な基本的な常識的な希望でしょう。クリスチャンはそこにとどまっていてはいけません。「大変だね」でとどまっていてはいけません。窓にならないといけません。それを窓にして、神様は私たちに今訴えていらっしゃるのではないでしょうか。窓の向こう側を見なさい。真実を見なさい。あのようにならざるをえない空中の権威を持つ支配者、サタンに従っているから。皆、偶像崇拝をして神から離れているから。自分というものが神になって捕らわれているから人をつぶすしかないでしょう。だから、あのようにならざるをえないのです。見なさい。何が解決になるでしょうか。世界に何が必要なのか。国連が必要なのか。悪魔のしわざを打ち壊して、神のいのちであるキリスト、しかもキリストのあがないの救い以外には希望がないと言うことが明白に見えてくるための窓が許されているのではないでしょうか。見ていて福音でなければ希望がないと言う告白が出てくるでしょう。文学が、音楽が人を変えて、美術が人を変えて、技術が人を変えると、社会では訴えているのですが、本当に窓を通して人生、正解の真実を見た者はそのようにはいきません。よいもので必要なものでしょうが、それで世界、人生は助かりません。救われません。キリストの福音の他には希望がありません。ぜひ、皆さんの人生ストーリーをはじめ、周辺を見ながら具体的に見てください。この世界を見ながらそれを窓にして人生の真実を見てください。皆さんが心の底から、知識の有無と関係なく、人格の上下と関係なく、財産の程度と関係なく、クリスチャンとしてやはりキリスト、イエスの福音の他にはあの人もあの世界も自分にも希望がないのだね。唯一キリスト、イエスの他には希望がないと告白していただきたいと思います。
そして、先ほども申し上げましたように、それに気づいて唯一の希望であるキリストと出会い、キリストを信じて受け入れるようになるきっかけだったので、辛い痛い痛ましい皆さんの人生ストーリーを心からありがといと言うようになってください。これは聖書の他にはどこにも書かれていません。このメッセージを握って、皆さんの１週間のうちに皆さんの人生を整理してください。人生ストーリーをもって整理しながら自分自身に問いかけてみてください。人生の正解は何だろう、何が人生の正解何でしょうか。本当にストーリーを通して窓にして真実を見たのであれば正解はイエス・キリストしかありません。教会で礼拝のときだけあがめて「アーメン」するような単語ではありません。皆さんの人生の正解であり、周辺の人々の正解であり、世界の正解です。人生には、この世界にはキリストが必要です。キリストだけが正解です。吟味してみてください。
それから、この世の必要と自分の願いとが一致してマッチしているかどうかを自分自身に問いかけてみてください。今世の中に希望になること、正解になることはクリスチャンとして明白なのに、その世の必要を満たすための願いを持たないで、別の願いを持って人生を生きているとすれば合いません。だから、ぎくしゃくするしかありません。何のために生きるのかという質問です。世の必要と自分の願いと一致するのか。そうでなければ一致させないといけません。もう一度、人生ストーリーを窓にして、皆さんの人生、世界をしっかりと見つめ、何が必要なのか、何が正解なのか、科学の発展ではなくキリストが正解なのです。神様以外には希望がありません。皆さんは感謝なことに、このような苦しみのどうにもならない人生からキリストによって助かりました。皆さんは神様の子どもになりました。だから、皆さんしかこの世の必要を満たす存在はいません。皆さんは皆さんの何かと関係なく伝道者として、つまり、この世に正解を正しく提供するための伝道者として召されているということを確認し確信を持って、だからこそ自分の残りの生涯は最高の人生なのだと言うことを喜んでいただきたいと思います。自分の許されている人生、残りの人生を最高の人生だと確認し、それに対してこれから挑戦を始めてください。
どのようにすればよいかというと、日曜日の講壇のメッセージを握って祈ればよいのです。祈りを持って挑戦を始めてください。神様、私の人生を通してキリストしか希望がない、人生に正解を与えることができるように導いてください。それだけです。その祈りが挑戦です。その祈りがすべてです。皆さんにこのような深い、また世の中ではまったく教えることができない奥義を握って、１週間も神様の豊の恵みの中で見えてくる勝利者になることを祈りたいと思います。
 (祈り)

　恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。今日もパウロの告白をもとに、神様が今、私たちの目を開いて人生、この世界がどんなところなのか本来の姿、真実を見せていらっしゃることをありがとうございます。すでにそれを見るための窓が私たちには人生ストーリーを通して許されているのに、それが逆方向になっていることを主が教えてくださいました。それを全部修正して窓にしてそれに捕らわれず真実を見て心からのキリストの告白ができ、また残りの生涯、証人としての告白と挑戦につながるようにこの１週間も豊かに恵みを与えてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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